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(1) 動機：救急医療は国民にとって欠くことの出来ない

業務であり，その充実化のひとつにドクターヘリと

いう方法がある．その主な目的と効果はヘリを用い

る事による移動時間の短縮と医師が搭乗している

事による医療行為開始までに要する時間の短縮で

ある．しかし，ドクターヘリの運用にあたって予算・

人員・設備面などの実現可能性については検討が

行われているが，地理的条件をふまえ，ドクターヘ

リの運用効果を時間的指標から定量的に検討した

事例は少ない．そこで本研究は，消防署・病院・ラ

ンデブーポイント(以下 RP)・道路網・人口分布・建

物形状の地理的条件をふまえ，任意地点における

ドクターヘリの運用効果を時間的指標として算出す

る．そしてその分布を地図上に可視化し，視覚的

かつ定量的にドクターヘリ運用の検討を行うことを

目的とする． 
(2) 方法：ドクターヘリ運用の目的の一つが医師による

医療行為開始の迅速化であることをふまえ，重症患

者の出動要請から医師による医療行為開始に要す

る時間を，救急車のみを用いた場合とドクターヘリを

用いた場合それぞれ算出する．そしてその短縮時

間から救命率向上率を算出することで運用効果を

可視化する．なお，搬送過程における時間は既往

研究から引用し，消防署，重症患者の搬送先病院，

第三次病院，RP，RP 候補(場外離着陸場)は滋賀

県の資料より作成した． 
(3) 意義：現状である大阪大学医学部付属病院高度救

命救急医療センターとの連携によるドクターヘリ運

用効果を可視化したものが図 1 の①と②である．ま

た，図③は県内の第三次病院である長浜赤十字で

ドクターヘリを運用した場合の効果の分布図である．

本研究の結果には，運用効果の定量的な検証が可

能である点，現場によって要請を行うかの判断資料

ともなり得る点に意義がある． 
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図 1 ドクターヘリ運用効果の可視化と県内独自運用のシミュレーション結果 


